




 

 

取り組んでいる会社の概要 

⼥性活躍⽀援に取り組む建設企業事例集 

３ 働きやすい現場をつくろう  

 

株式会社竹中工務店 
代表者：宮下 正裕（代表取締役） 
所在地：大阪府大阪市中央区本町四丁目 1 番 13 号 
資本⾦：500 億円 
事業内容：建築工事及び土木工事に関する請負、設計及び

監理 
 

従業員数：7,534 名 
⼥性従業員数（率）：1,203 名（全従業員の 15.9％）
⼥性活躍を推進するための就業規則、取組等： 
・育児休業制度、看護休暇、短時間勤務、所定外勤務の

免除、時間外勤務の制限、始業・終業時刻の繰り上
げ・繰り下げ 

・介護休業制度、介護のためのフレックスタイム、介護
のための短時間勤務、介護休暇制度など 

 

 
 

 

  

・女性技術者・技能者が働きやすい環境整備の一環として、女性用負担軽減ウェア（以下、 

サポートウェア）が開発された。これは女性技術者・技能者が企画会議を重ねて企画 

されたもので、女性が着たくなる機能性・デザイン性が付加されている。 

 

 
現場作業者の負担を軽減するウェアを⼥性にも 
建設業界への人材の入職・定着を進めるためには、現場での肉体的

負担を軽減する工夫も重要である。そのことに着目した(株)竹中工務

店は、平成 26 年、疲労物質の蓄積を減少させ、蓄熱、放熱効果など

も備える男性用サポートウェアを開発。さらに女性の一層の活躍を促

していくために、男性向けウェアをベースに女性のニーズをプラスし

た、新たなウェアの開発がスタートした。 

 
⼥性だけの、4 つのチームが協⼒し新たなウェアを開発 
女性向けのサポートウェアの開発は、同社の技術社員、内勤社員、

協力会社の技能者、及びコルセット・サポーター製造企業の社員と、

いずれも女性を中心とした 4つのチームで進められた。 

月 1～2 回開催された開発会議では、体感・効果検証や、機能やデ

ザインについての意見交換を行った。その結果、長時間の歩行や立ち

仕事で感じる足の負担を軽減する着圧機能や、腰を安定させるコルセ

ット機能など、多くの女性が負担に感じる部分をサポートする機能を

組み込んだウェアが完成した。 

 

 

建設業で働く⼥性たちへの普及が期待される 
この新たなウェアには、約15％の筋肉使用量の低減が確認され、モ

ニター作業員からも「疲れを感じにくくなった」との声が多数寄せら

れている。現在、同社の協力会社の事業主が、このウェアを導入して

いる。建設業に係わる女性の誰もが購入でき、働く女性たちへ広く普

及してくことが期待される。 

 

 

取組の背景と動機 
 

取組の概要 
 

取組の成果、今後の課題 
 

POINT 

様々な部署に携わる女性社員を集めウェアの開発チ

ームを結成 

開発した女性向けウェアについて説明す

る女性技術社員 

女性技術者の意見を取り入れ、男性向けのサポートウ

ェアを改良 

⼥性の声を取り⼊れた作業着で応援
〜⼥性が考えた、⼥性のための 

現場作業者用「負担軽減ウェア」〜
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取り組んでいる会社の概要 

⼥性活躍⽀援に取り組む建設企業事例集 

４ ⼥性のキャリアを応援しよう  

 

株式会社加藤組 
代表者：加藤 善典（代表取締役社⻑） 
所在地：新潟県村上市久保多町３番７号 
資本⾦：4,000 万円 
事業内容：⼟⽊・建築・その他⼯事業、宅地建物取引業、

産業廃棄物収集・運搬・処理業 
 

従業員数：73 名（平成 27 年 8 月 18 日） 
⼥性従業員数（率）：8 名（全従業員の５.８％） 
⼥性活躍を推進するための就業規則、取組等： 
・産前・産後休業制度、育児休業制度、介護休業制度、

介護休暇、看護休暇など 

 

 
 

  

・性別に関わらず、社員がやりがいをもって働けることを大切に、一番能力が 

発揮できる部門に登用する。 

・社員の資格取得を積極的に支援。全社員が目標を掲げスキルアップを目指す。 

・勤続20年を超える女性技術者が、若手社員や女性職員の良き手本となっている。 

 
適材適所で性別・年齢にこだわらない職場づくり 
(株)加藤組は、人材はあくまでも適材適所という考えのもと、性別

や年齢にこだわらない、女性や若手社員が輝ける職場づくりを進めて

いる。その具体的な取組として、社員の資格取得のために研修にかか

る費用、初回の受験費用を全て会社が負担し、全社員が毎年、取得し

たい資格、習得したい技術を「教育・訓練研修計画表」に目標として

掲げ、スキルアップを目指す。その結果、同社では性別や職種を問わ

ず、ほぼ全社員が資格を所有している。 

 
現場でも事務部門でも、所有資格を活かして⼥性が活躍 
同社には、新潟県北地域で初の女性重機オペレーターとなった社員

が在籍。平成 4年の入社直後に取得したパワーショベルの運転資格を

皮切りに、以後重機オペレーターとして必要な資格・免許を次々と、

ほぼ全て取得した。また、平成 27 年度には、技能・技術の優秀さ、

実績の豊富さが認められ優秀施工者（建設マスター）として、国土交

通大臣顕彰の受賞が決まった。 

事務部門には、1級土木工事施工管理技士の資格を持ち、かつて現

場管理を担当していた女性社員が在籍する。この女性は現場からの配

置転換後、建設業経理士 2級の資格を取得しており、事務部門におい

ても、現場に精通したエキスパートとして、重要な役割を担っている。 

 

若⼿社員のロールモデルとなるベテラン⼥性技術者・技能者 
資格を取得し専門性を高めようとする姿勢を正当に評価してきた

同社では、勤続 20 年以上の女性技術者・技能者が活躍しており、そ

の姿は、女性職員や若手社員の良き手本となっている。 

性別に関わらず、一番能力が発揮できる部門での人材登用を進める

方針のもと、今後は、出産、育児、介護等の個々の事情に配慮した対

応にも力を入れていく考えである。

 

取組の背景と動機 
 

取組の概要 
 

取組の成果、今後の課題 
 

POINT 

トラクターショベルの操作指導を行う女性技術者 

資格取得を全面的にバックアップ
〜資格取得支援と“適材適所”を推進、 

⼥性が輝く職場づくりに取り組む〜

トラクターショベルのタイヤにチェーンを巻く女性技術者
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取り組んでいる会社の概要 

⼥性活躍⽀援に取り組む建設企業事例集 

４ ⼥性のキャリアを応援しよう  

 

株式会社廣瀨 
代表者：廣瀬 徳男（代表取締役） 
所在地：新潟県新潟市⻄区善久 823 番地 
資本⾦：9,000 万円 
事業内容：総合建設業（土木・建築）、太陽光発電事業、環

境事業、高齢者介護事業 
 

従業員数：150 名（平成 27 年 8 月 10 日） 
⼥性従業員数（率）：18 名（全従業員の 12.0％） 
⼥性活躍を推進するための就業規則、取組等： 
・産前・産後休業制度、育児休業制度など 

 

 
 

  

・女性を上司として発言できる立場に置くことで、部下と共に様々な提案・ア 

イデアを実行しやすくなると考え管理職に登用。 

・女性管理職の登場により、他の社員、特に女性社員のモチベーションが向上。 

・感性の豊かさと気遣いで提案力の幅が広がり、企業価値の高まりが期待される。 

 
感性、気づきの能⼒に着目し、⼥性を管理職に昇進させる 
建設業界においては、女性比率が低いという現状がある。この状況

を是正すべく、(株)廣瀨は、女性の特長である感性の豊かさ、気づき

の能力に着目し、それらを活かすための方策を検討した。その結果、

一女性社員として提案するのでは実行が難しいことであっても、管理

職の立場から発言するのであれば、部下と共に実行しやすくなるとの

考えから、同社は有能な女性社員を、積極的に管理職へ昇進させるこ

ととした。 

 
⼥性社員 2 名が管理職に。主婦ならではの発想も活きる 
同社は設計部門 1名、事務部門 1名と、計 2名の女性社員を管理職

に昇進させ、女性の能力活用に向け新たな一歩を踏み出した。今回管

理職に就いた女性社員は、いずれも勤続 10 年以上のベテランである。 

2 級建築士の資格を持つ設計部門の女性管理職は、マンションの間

取りやリフォームの検討といった場面において、女性ならではの気遣

い、主婦の視点からの発想を活かしながら仕事に取り組んでいる。ま

た、事務部門の女性管理職も、何かと細かい仕事が多い中で、女性な

らではの気づきを発揮しながら、部門の責任者として日々業務を良い

方向に導くよう、活躍している。 

 

⼥性社員たちのモチベーションが向上 
女性管理職の誕生は、有能な人材を、男女問わずふさわしいポスト

に登用する会社の方針を明確に示すことともなり、社員、とりわけ女

性社員たちのモチベーション向上につながった。また、設計部門にお

いては、女性ならではの感性豊かな設計や気遣いができるようになっ

たことで、より幅広い提案が可能となった。これにより同社は施主か

らの評価を高め、他社との差別化をさらに進めたい考えである。 

 

 

取組の背景と動機 
 

取組の概要 
 

取組の成果、今後の課題 
 

POINT 

建築事業部設計部の奈良橋恵課長代理 

総務部経理課の玉木政恵課長代理 

有能な⼥性を管理職に登⽤
〜提案の実⾏しやすさを考え、 

有能な⼥性社員を管理職に登⽤〜
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⼥性活躍⽀援に取り組む建設企業事例集 

４ ⼥性のキャリアを応援しよう 

取り組んでいる会社の概要 

 

・チームワークが重要とされる基礎工事の現場で女性が働くために、自ら安全確保や

技能向上に人一倍努力することで同僚の期待に応え、信頼関係を築いた。 

・周囲のサポートにより、結婚・出産後も仕事を継続し、キャリアアップを実現した。

 

 
有限会社上總興業 
代表者：緒形 弘（代表取締役） 
所在地：千葉県富津市新井 59 番地 
資本⾦：2,420 万円 
事業内容：仮設構台、鋼矢板の施工、河川の護岸

工事などを得意とする基礎工事業 
 

従業員数：13 名（平成 27 年 4 月 1 日） 
⼥性従業員数（率）：2 名（全従業員の 15.3％） 
⼥性活躍を推進するための就業規則、取組等： 
・産前・産後休業制度など 

 
 

 

 

 

チームワークと安全配慮が何よりも重要とされる基礎工事業。女性が少ない業界であるが、

(有)上總興業では、25 年以上も前からクレーンオペレーターとして女性を登用している。 

当時としては女性が珍しかったものの、彼女は気さくな人柄からチームに溶け込むのも

早く、同僚の期待に応えながら、安全確保、クレーン操作等の腕を磨いてきた。会社の支

援によって資格を取得するたびに仕事に対する責任感を高めてきたことも、同僚から信頼

されることに結び付いた。こうして習得した技能・技術は、周囲から高く評価され、平成 26

年には優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）を受賞。現在も、家族の全面的な

応援のもとに家庭と仕事を両立し、現場の第一線で活躍している。 

 

 
 
 
 
 

安全確認のために、先輩、同僚に指示を出す 
後藤たま代さん 

平成 26 年優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設
マスター）を受賞した後藤たま代さん 

POINT 

⼥性の建設マスター 
〜チームの信頼を得るための努⼒と周囲のサポートが建設マスターを育む〜

 

４ ⼥性のキャリアを応援しよう 

⼥性活躍⽀援に取り組む建設企業事例集 

取り組んでいる会社の概要 

 

・現場監督を希望して入職した女性技術者を育成するため、女性が能力を発揮しやす

い業務を検討。女性の視点が生かせる施工管理や提案業務での活躍を支援した。 

・男性には言葉遣いを柔らかくするように促し、意見が言いやすい雰囲気づくりに努めた。

 
 

  

 

 

(株)下舘組では、現場監督を目指す女性技術者が定着し活躍できるように業務分担

の工夫と社内の意識改革に取り組んでいる。 

代表的な取組として、女性の視点やアイデアを生かせるよう、道路工事の仕上がりの

確認や環境工事の提案を優先的に担当させたり、男性作業員には言葉遣いを改めさせ

るなど、話しやすい雰囲気を作り、職場に早く馴染めるように配慮した。女性も、現場監

督を希望していただけに意欲的に取り組んでくれることが多く、管理職になってからも、

部下の育成に力を発揮している。 

 
 
 
 
 
 

 

高校生の実習教育で講師役として活躍 

現場にて測量を実施する女性技術者 

 

 
株式会社下舘組 
代表者：下舘 幸治（代表取締役社⻑） 
所在地：⻘森県⼋⼾市⼤字⻑苗代字鰻苗代 12-5 
資本⾦：5,000 万円 
事業内容：土木・舗装・建築・解体・請負業、建

設⽤骨材の販売及び採取、産業廃棄物処理業等 
 

従業員数：40 名（平成 27 年 8 月 20 日） 
⼥性従業員数（率）：5 名（全従業員の 12.5％） 
⼥性活躍を推進するための就業規則、取組等： 
・育児休業制度、介護休業制度など 

POINT 

⼥性現場監督を育成 
〜能⼒を発揮しやすい配置や環境を整備し、キャリアアップを⽀援〜 
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取り組んでいる会社の概要 

⼥性活躍⽀援に取り組む建設企業事例集 

４ ⼥性のキャリアを応援しよう  

 

株式会社インテリックス空間設計 
代表者：山本 卓也（代表取締役社⻑） 
所在地：東京都目⿊区鷹番 1-1-10 
資本⾦：2,000 万円 
事業内容：室内装飾(内装業)・デザイン・コーディネート 
 
 

 
従業員数：69 名（平成 27 年 5 月末） 
⼥性従業員数（率）：23 名（全従業員の 33.3％） 
⼥性活躍を推進するための就業規則、取組等： 
・育児休業制度、介護休業制度など 

 

 
 

  

・リノベーションの施工現場で活躍する女性人材を育成するため、研修機関の設置 

を計画。経験を問わず、一般女性でも優秀なリノベーターに自社で育成する。 

・マンション施工が可能な時間帯を踏まえ、育児等との両立が可能な、定時に 

出社・退社できる女性の働き方を提案。安定した就労の場も提供する。 

 
男性上司の理解と協⼒により、⼥性の負担を軽減 
中古マンションのリノベーション(再生)事業を主力とする(株)イ

ンテリックス空間設計。プラン作成、設計、施工現場との調整等の分

野で多くの女性が活躍しているが、仕事柄、顧客の要望に個別に対応

した業務となるため勤務は長時間となりがちであった。女性副社長は、

女性の意見や実態を上司に伝えるとともに、女性が仕事を抱え込まぬ

よう、業務の一部を上司に分担するなど、女性にとって働きやすい職

場の環境整備に力を入れてきた。 

 
現場で能⼒を発揮する⼥性のマルチリノベーターを育成 
同社では、施工の現場でも女性の能力を生かすべく、内装から電気

工事までなんでも一人でこなせる女性によるチーム(マルチリノベー

ター)の育成を計画している。特にリノベーション工事は、騒音防止

等の理由から作業は平日の 9 時から 17 時までに限られているが、こ

の条件はむしろ家庭との両立を目指すと就業時間が限られる女性の

仕事として適している。 

そう考える同社は、女性に門戸を開放し、研修センターで一定の技

術を習得させることを検討している。研修後は、同社の現場で働くこ

とができ、また研修仲間が励まし合って成長することもできる。 

 

 
作業マニュアルや映像教材を製作、技術の均一化を図る 
現在、研修プログラムの作成を進めている途中であり、作業マニュ

アルや映像で学べる教材はすでに製作中である。これらの教材を使っ

た研修を 2016 年春からスタートすることを予定し、今後は募集等の

広報活動を積極的に行っていく。 

 

 

取組の背景と動機 
 

取組の概要 
 

取組の成果、今後の課題 
 

POINT 

リノベーションのプラン作成、設計など、様々な

分野で多くの女性が活躍している 

女性の働き方を見直し、働きやすい職場改善に奮闘す

る藤木賀子副社長 

プランや見積作成から施工の調整にも関わる内装コン

サルタントの阿部由紀さん 

マルチリノベーターを自社で育成
〜リノベーションの現場で活躍する⼥性を自社で育成〜 
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建設業 女性の活躍応援ケースブック Case Book

平成 27 年 10 月

このケースブックは、平成 26 年８月 22 日に国土交通省と業界団体（※）が共同で策定した「もっと女性が活躍できる
建設業行動計画」を受け、「５年以内に女性倍増」を目指して、官民一体で協力して作成したものです。

（※）（一社）日本建設業連合会　（一社）全国建設業協会　（一社）全国中小建設業協会　
　　 （一社）建設産業専門団体連合会　（一社）全国建設産業団体連合会


